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承だ
　　　奈‘

　　璽覇

　　　　　宮澤清治著

r最新天気図と気象の本」

　国際地学協会，1991年6月刊

　　　167ぺ一ジ，定価971円

　　　　　　　税込み1，000円

　天気予報や天気図に興味をもつ初心者を対象とした気

象解説書で，著者が13年前に書いたr天気図と気象の

本」を大幅に改訂して再度発刊したものである．旧版

は，著者が気象庁天気相談所長をしていた時に耳にした

一・般の方々や報道関係者などが抱いた気象関係の疑間点

に関して，出来るだけ分りやすく解説しようとして書き

上げたものであった．

　その後著者は，主任予報官などを歴任して8年まえに

気象庁を退職し，以来NHK－TVや同ラジオで気象解説

を担当している．一般市民を対象に気象について解説し

それに対する投書などを受けた経験から，旧版よりさら

に分りやすく書かれていることを感じる．例えば新版で

1992年1月

は，初心者には取り付きにくい「気象の基礎の理論的な

部分」については，観測事実の解説の中に取り込んで分

散させて説明するよう工夫しており，また，旧版に比べ

約3割増えたぺ一ジ数の大部分を，著者が最も得意とす

る天気図の解説に割り当てて，r四季の天気図」の充実

を計っている．その他，旧版が発行された後に発生した

異常気象（拶82年7月の長崎豪雨，1990年12月の千葉県

茂原市の竜巻等）のデータや写真を加えて，気象現象の

理解を助ける工夫を図っており，さらに，近年特にクロ

ーズアップされてきた気候変動やエルニーニョ現象につ

いても初心者向けに新たに解説を加えている．

　最後尾に付録として，著者と小山博が共同調査した

r日本の主な気象記録」およびr外国の主な気象記録」

を掲載している．最高・最低気温，1時間降水量，10分

間降水量等の日本記録，世界記録が，旧版以後の観測値

によって更新されており，これらも貴重なデータとなっ

ている．

　　　　　　　　　　　　（気象庁予報課　飯島邦彦）
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